
重機で表土層を掘り下げる様子。竪穴住居跡らしき黒い土も見えている

　重機で表土を除去した後は、鋤簾（じょれん）という道具などを使いながら、人の手で平坦に削り、土の色や硬さ
を確かめながら、遺構の位置を確認しました。

　作成日 ： 2023.10.16
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―　② 令和５年10月10日～13日　―

　試掘調査の結果をもとに調整を行い、令和５年10月10日から本発掘調査を開始しました。
　今年度に本発掘調査を行う範囲は、１月に試掘調査を行った範囲のうち、北側寄りの約800平方メートルです。
　調査は、新しい時代の土層（表土層）を重機で掘削するところから始まりました。

土は乾燥すると色が変わってしまうため、削ったその瞬間がもっとも観察しやすい

平坦に削った場所には
足跡をつけないよう、
作業は横一列で、後退
しながら…



調査区の全面を削り終えて、遺構が多く検出された様子（北側から撮影）

作業の様子

調査区の全面を削り終えて、遺構が多く検出された様子（南側から撮影）


